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問合せ 教育委員会事務局生涯学習係 ☎７６－３４３１

澤田 知可子 さん （歌手）

■■日日時時10月14日（（土）） 開開場場１１３３：：００００／／開開始始１１３３：：３３００

さわだ

広報10月号
掲載原稿

ち か こ

■■会会場場 遺遺跡跡のの森森館館ホホーールル（（定定員員555566名名））

・ ・歌セラピートーク＆ライブ

ココロとカラダにやさしい歌ぐすりを

温かい心を育む講演会

【澤田知可子氏プロフィール】
1987年『恋人と呼ばせて』でデビュー。
1991年「会いたい」で日本有線放送大
賞受賞、NHK紅白歌合戦出場を果たす。
現在、「涙は心の処方箋」をテーマに
歌セラピーコンサートを展開し、歌手
として精力的に活動している。

１１３３：：３３００ 開開会会・・主主催催者者ああいいささつつ

１１３３：：４４００ ［［第第１１部部］］小小中中学学生生にによよるる人人権権標標語語・・作作文文のの発発表表

１１４４：：２２００ ［［第第２２部部］］澤澤田田知知可可子子ささんん トトーークク＆＆ラライイブブ

１１５５：：４４００ 終終了了予予定定

■■ププロロググララムム（（手手話話通通訳訳付付きき））

・澤田知可子さんの画像は、きれいにトリミングしてください。
・掲載枠に応じ、文字や画像の配置は変更してください。

　今年度、町内全域の空き家・空き店舗などの現状を把握するため、次のとおり実態調査を
実施します。調査について、ご理解とご協力をお願いします。詳しくは、ホームページをご
確認ください。

空き家等実態調査を実施します

■調査対象　町内全域の空き家・空き店舗など
■調査時期　10月上旬から11月下旬まで（予定）
■調�査方法　調査員による外観調査および写真撮
影など

　・�本調査は、町が委託した業者の調査員が行い
ます。

　・�調査員は下記のユニフォームを着用し、美里
町が発行した身分証明書を携帯しています。

　・�調査員は道路からの調査・撮影を行います。
場合によっては私道などから調査を行います
ので、ご協力をお願いします。

■委託業者　株式会社ゼンリン（☎048-767-5745）
　・�本調査は、今後の空き家対策検討のための基
礎資料を作成するために行うものであり、調
査上知り得た個人情報をほかの目的で利用す
ることはありません。

　・�本調査の結果、空き家などの所有者または管
理者のかたに対して、アンケート調査などを
送付することがあります。

問合せ＝建設課　管理係　☎76-5134

町ホームページ
ＱＲコード

「クリーン美里」町内一斉清掃のご協力ありがとうございました！
　９月10日㈰、美里町内全域で、「クリーン美里」町
内一斉清掃を実施しました。
　多くのかたが参加し、空き缶などのごみ拾いや除
草作業、カーブミラーや道路側溝の清掃などが行わ
れました。
　今回の清掃活動の結果、可燃ごみ2,870㎏、不燃
ごみ370㎏のごみが集まりました。
　きれいな町が維持できるよう、これからもご協力
をお願いします。
　「クリーン美里」町内一斉清掃は、町内事業者に
もご協力いただいています。協力事業者は右記のと
おりです。ご協力いただける事業者を随時募集して
います。詳細は、問合せ先までご連絡ください。

問合せ＝総務課　生活環境係　☎76-1115

町内の協力事業者（敬称略、順不同）
・東洋加工株式会社　美里工場
・株式会社タノ製作所
・社会福祉法人美里会
・サン電子株式会社　埼玉事業所
・ヘンミ計算尺株式会社
・ダイオーミウラ株式会社
・株式会社サンエー印刷　埼玉工場
・フクレックス株式会社
・生協コープみらい　コープデリ本庄センター
・ＹＫＫ ＡＰ株式会社　埼玉工場
・武州製薬株式会社　美里工場
・株式会社トップ工業
・キヤノン電子株式会社
・株式会社日本製衡所

　今月は役場周辺開発についてです。
　埼玉県が進める埼玉版スーパーシティープロジェ
クトとして町の拠点づくりを進めています。具体的
には、役場から松久駅にかけての県道東側は埼玉県
企業局が新たな産業団地の建設、約８haを計画し
ており、現在、地権者の皆さまの意向を確認してい
ます。一方、県道西側については、今後の高齢化社
会や小中一貫校が実現した際の利便性を考え、食品
等生活必需品のお店を誘致したいと考えています。
さらに、集客施設と車の誘導には、どうしても施設
の周りの道路整備が必要となるため、それならば松
久駅北側からも北口として人や車が入れるようにし
ないと、駅南口だけでは、産業団地や商業地への通
行に不便です。住民の皆さまのご理解がいただけれ
ば松久駅北口広場も夢ではありません。
　小学４年生から中学３年生の全員を対象に、「大人
になっても美里町に住みたいか」質問してみました。
510人が回答して、「はい」が242人（47.5％）、「い
いえ」が268人（52.5％）でした。住みたくない理
由は、買物・通勤通学に不便との回答が多くありま

す。コロナ前、小学６年生に毎年出前授業をすると、
必ず「買い物が出来るお店が無い」と言われつづけ
ていました。インターチェンジが完成し、産業団地
もでき、多くの人が訪れることで農産物など地元の
物が売れる、ハイキングや神社仏閣を訪れてもらう
宣伝ができる施設も必要です。
　では、今までなぜできなかったのかですよね。大
きな理由は、農業補助金が投入されると完成後8年
間は制限されます。役場周辺は国営かんがい排水事
業の整備により、令和３年３月末まで農地以外の活
用が出来なかったことが大きな理由です。
　今回、埼玉版スーパーシティープロジェクトとい
う知事肝いりの政策支援もあり、県企業局による産
業団地や商業地などの実現が見えてきました。
　すでに数社の生活必需品を扱う事業者が興味を
持っていただいており、早期に地権者の皆さまのご
理解をいただき、進出事業者を選定したいと考えて
います。中学校敷地に小学校が統合され、学童や図
書館、体育館などが利用できるようになると、町の
姿が大きく変わると思います。

美里町のこれからを想う⑥
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